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研究内容︓
 てんかんは⼈と同様、⽝猫において最も⼀般的な神経疾患です。てんかんに対しては、抗てん
かん発作薬と呼ばれる内服薬で治療するのが⼀般的です。近年世界的に推奨される投薬プロトコ
ールが発表されていますが、地理的・経済的側⾯などの要因によって、実際には各国で異なりま
す。この研究では、⽇本全国511の動物病院を対象に抗てんかん薬療法に関するアンケート調査
を⾏い、2020年における⽇本での使⽤状況を調査しました。本論⽂は、⽇本⽣まれの抗てんか
ん発作薬であるゾニサミドのユニークな使⽤状況を明らかにし、調査から判明した⽝猫における
誤った抗てんかん発作薬の選択、抗てんかん発作薬治療中の定期的な⾎液モニタリングの重要性
について⾔及しています。 

 


